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【AS例題】Expert_流体_オリフィス非定常流

材料：Water at 20C

十分長い配管を部分的に取り出し、オリフィス流量計近傍の非定常
流れを求める。
計算時間を短縮するために1/2対称モデルで解析します。
0秒から1秒まで0.1秒刻みで解析を行います。

流入
5000mm/s

流出
P=0



解析の開始

①

②MPICを起動します

① IRONCADアドインメニュー
② 開始ボタンをクリック



解析の種類

①

②

③

解析設定を行います。

① 動解析にチェックをする
② 3Dにチェックする(デフォルト)
③ OKをクリック



①

②

物理タイプの選択、時間ステップの設定

① 流体にチェックをする
② 開始、終了時間およびインクリメントを指定する
③ ✔を選択する

※0秒から1秒まで0.1秒刻みで解析を行います。

③

解析の種類



①

②

③

④

⑤単位の設定をします。

① ツリーのモデルをクリック
② 単位設定をクリック
③ プルダウンで単位を選択
④ OKをクリック
⑤ ✔をクリック

※単位は任意ですが、
長さ単位はIRONCADで設定している
長さ単位を必ず選択してください。

単位の設定



材料の設定

②

③

⑥

使用する流体材料を水に設定します。

① ツリーの材料をクリック
② 応力のチェックを外す
③ 流体にチェックをする
④ 種類のプルダウンでFluidを選択
⑤ 名前のプルダウンでWater at 20Cを選択
⑥ ✔をクリック

※20℃の水の粘度、密度を使用するだけであり、
熱流体解析をしていません。

⑤

④

①



材料の設定

①

②

名前が変更される
ｆ：流体

①

③

②

① ツリーの解析をクリック
② 応力のチェックを外す
③ ✔をクリック

※応力のチェックを外し
流体のみの解析を行います。



①

②

管壁の流速設定 (1/2)

① ツリーの拘束を選択
② 速度と渦度、圧力を選択

※次項へ



拘束条件

③

①

②

管壁の流速を設定 (2/2)

① XYZの速度チェックし0を入力
② 条件を与える面を選択
③ ✔をクリック

※管壁では流速が0になる流体力学では、
一般的な境界条件になります。
面を選択するとエンティティに
選択されている面が表示されます。



①

対称条件設定 (1/2)

① 速度と渦度、圧力を選択

※次項へ



拘束条件

①

②

③

対称条件設定 (2/2)
① Xの速度とYZの渦度をチェックし

それぞれ0を入力
② 対称条件を与える面を選択
③ ✔をクリック
※XYZの左列は速度設定、右列は渦度の設定項目です。
速度と渦度は必ず同じ座標系で設定します。
この設定は一般的な対称条件の設定です。
面を選択すると、エンティティに選択している
面が表示されます。



拘束条件

流入出の選択

圧力設定

速度設定

①

流入口の流速を設定します。(1/2)

① 流出入を選択

※次項へ



拘束条件

④

①

②

③

流入口に流速を設定します。(2/2)

① 流入を選択
② チェックをいれて5000 mm/sを入力
③ 流入設定をする面を選択
④ ✔をクリック

※0秒では0mm/s 1秒では5000mm/s 間の時間では
線形増加で流速が増加していきます。
詳細ボタンを押すと、時間設定の詳細設定が可能です。
面を選択すると自動的にエンティティに面が表示されます。



①

流出口の圧力を設定します。(1/2)

① 流出入を選択

※次項へ

拘束条件



拘束条件

流出口の圧力を0に設定

①

②

③

④

②

④

①

③

流出口に圧力を設定します。(2/2)
① 流出を選択
② チェックをいれて0 N/mm^2を入力
③ 流出設定をする面を選択
④ ✔をクリック
※圧力0 N/mm^2を設定しているため、
0秒から1秒まで常に圧力 0 N/mm^2になります。
0に何を掛け算しても0になるのと同じ理屈です。
面を選択すると、エンティティに選択している面が
表示されます。



負荷条件

①

②

負荷なしの設定

① ツリーの負荷を選択
② 負荷なしを✔

※この設定はユーザーが意図をして負荷条件を
設定しなかったことを示すために行うもので、
必要な設定ではありません。
チェックをしなくても適切に解析は実行されます。



メッシュ生成

①

②③

④

メッシュ生成をします

① ツリーのメッシュを選択
② メッシュの生成
③ スライドレバーを一番右に
④ 生成ボタンをクリック

※メッシュサイズの数値を打ち変えることで、
さらに細かいメッシュも生成できます。



メッシュ作成＆解析実行

91,574節点
441,804要素
でメッシュ生成完了



①

②

解析実行

① ツリーの結果を選択
② 解析をクリック

※流体解析は、強度解析と違い
大変時間が掛かりますのでご注意ください。

解析実行



流速コンタ
計算時間：約2830S

（4CPU 64bit Xeonn3.3GHz 16GB Memory)

解析結果

デフォルトの解析結果は
最終ステップの速度振幅の表示となっています。



①

ステップ表示切替

|<<で初期ステップ
>>|で最終ステップ
< 1ステップ進み
> 1ステップ戻り

解析結果



圧力コンタ

解析結果

①

②

③

流体圧力表示

① 設定をクリック
② 液体圧力を選択
② OKをクリック

※速度振幅表示から
流体圧力表示に切り替えます。



①

②

③

流線アニメーション表示(1/4)

① 設定をクリック
② 速度振幅を選択
③ OKをクリック

解析結果



①

②

流線アニメーション表示(2/4)

① をクリック
② をクリック
※流線を見えやすくするために設定します。
流線表示は次項

解析結果



①

②③

④

流線アニメーション表示(3/4)

① 流線を✔
② 設定をクリック
③ スライドレバーを調整
④ OK

※スライドレバーによって、流線の細かさが
変わります。

解析結果



①

流線アニメーション表示(4/4)

① ステップアニメをクリック

※1ステップずつコマ送りをするアニメーション
がスタートします。
もう一度、ステップアニメを押すとアニメー
ションが止まります。

解析結果



①shiftを押しながら

②

断面表示

① shiftを押しながらクリック
② XYを選択

※shiftを押すことにより、断面の編集ダイアログ
が表示されます。
XYを選択するとXY断面が表示されます。
YZ,XZを選択するとそれぞれの断面が表示されます。

断面の位置
を変更

断面の角度
を変更

断面の角度
を変更

解析結果


